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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及び画像表示応用機器

(57)【要約】
【課題】  ズーム表示方式において、有効表示エリアの
中央部を歪ませることなく、又映像信号の上下の映像も
欠落することなく表示すること。
【解決手段】  走査電極駆動回路群において、有効表示
ライン数より、両側に１本以上多いダミー出力端子を設
ける。１垂直期間の有効表示エリア内の映像開始位置か
ら任意の期間、複数種のｍライン毎に１ラインの間引き
による表示や通常表示の組み合わせで表示する。次に、
画面中央の任意の期間は、複数種のｎライン毎に１回、
同一映像信号の２ライン同時による表示の組み合わせで
表示する。最後に有効表示エリアの映像終了位置までの
任意の期間、複数種のｍライン毎に１ラインの間引きに
よる表示や通常表示の組み合わせで表示する。これによ
り液晶表示装置の画像表示エリアに、垂直ジャストズー
ム画像を表示させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  透明電極間に液晶を狭持してマトリクス
状に配置された複数の画素からなる画面に画像を表示す
る液晶パネルと、
画像データをデータクロック信号でサンプリングし、そ
のサンプリングした画像データに基づく駆動信号を前記
液晶パネルに加える信号電極駆動回路群と、
有効表示ライン数より両側に１本以上多い出力ができ、
走査スタート信号を複数の走査クロック信号で取り込
み、取り込んだ走査クロック信号数で走査スタート信号
を転送して前記液晶パネルを線順次走査するシフトレジ
スター回路を有し、且つ、３つ以上の走査電極イネーブ
ル信号を入力し、それぞれの走査電極イネーブル信号に
より、走査電極駆動回路群より出力される走査電極駆動
信号を３つ以上の周期で出力期間制御する走査電極駆動
回路群と、
信号電極駆動回路群と走査電極駆動回路群を制御する信
号を発生させる制御信号発生回路と、を具備し、
前記制御信号発生回路は、
前記走査電極駆動回路群に対して、１垂直期間の有効表
示エリア内の映像開始位置から任意の期間、複数種のｍ
ライン毎に１ラインの間引きによる表示［ｍは２以上の
整数］の組み合わせで表示し、
画面中央の任意の期間は、複数種のｎライン毎に１回、
同一映像信号の２ライン同時による表示［ｎは１以上の
整数］の組み合わせで表示し、
有効表示エリアの映像終了位置までの任意の期間、複数
種のｍライン毎に１ラインの間引きによる表示［ｍは２
以上の整数］の組み合わせで表示するように制御信号を
出力することにより、
液晶表示装置の画像表示エリアに、垂直方向の表示率を
通常表示状態と変えることなく、間引きによる縮小表示
と拡大表示との組み合わせで画像を表示することを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】  透明電極間に液晶を狭持してマトリクス
状に配置された複数の画素からなる画面に画像を表示す
る液晶パネルと、
画像データをデータクロック信号でサンプリングし、そ
のサンプリングした画像データに基づく駆動信号を前記
液晶パネルに加える信号電極駆動回路群と、
有効表示ライン数より両側に１本以上多い出力ができ、
走査スタート信号を複数の走査クロック信号で取り込
み、取り込んだ走査クロック信号数で走査スタート信号
を転送して前記液晶パネルを線順次走査するシフトレジ
スター回路を有し、且つ、３つ以上の走査電極イネーブ
ル信号を入力し、それぞれの走査電極イネーブル信号に
より、走査電極駆動回路群より出力される走査電極駆動
信号を３つ以上の周期で出力期間制御する走査電極駆動
回路群と、
信号電極駆動回路群と走査電極駆動回路群を制御する信*

2
*号を発生させる制御信号発生回路と、を具備し、
前記制御信号発生回路は、
前記走査電極駆動回路群に対して、１垂直期間の有効表
示エリア内の映像開始位置から任意の期間、複数種のｍ
ライン毎に１ラインの間引きによる表示［ｍは２以上の
整数］の組み合わせで表示し、
任意の期間、有効表示ライン数と同一のライン数表示す
る通常表示をし、
画面中央の任意の期間は、複数種のｎライン毎に１回、
同一映像信号の２ライン同時による表示  ［ｎは１以上
の整数］の組み合わせで表示を行い、
中央部の表示の後の任意の期間、有効表示ライン数と同
一のライン数表示する通常表示をし、
有効表示エリアの映像終了位置までの任意の期間、複数
種のｍライン毎に１ラインの間引きによる表示［ｍは２
以上の整数］の組み合わせで表示するように制御信号を
出力することにより、
液晶表示装置の画像表示エリアに、垂直方向の表示率を
通常表示状態と変えることなく、間引きによる縮小表示
と、通常表示と、拡大表示との組み合わせで画像を表示
することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】  上記請求項の間引きによる複数種の縮小
表示と同一映像信号の２ライン同時による複数種の拡大
表示の組み合わせが、画面中央より、垂直方向に対称な
表示方法で表示されることを特徴とする請求項１又は２
記載の液晶表示装置。
【請求項４】  上記請求項の間引きによる複数種の縮小
表示と同一映像信号の２ライン同時による複数種の拡大
表示の組み合わせが、画面中央より、垂直方向に非対称
な表示方法で表示されることを特徴とする請求項１又は
２記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記制御回路は、間引きによる縮小表示
と同一映像信号の２ライン同時による拡大表示の組み合
わせによる表示を画面中央より、垂直方向に上側半分及
び下側半分のいずれか一方にのみ行うようにしたことを
特徴とする請求項１又は２記載の液晶表示装置。
【請求項６】  請求項１～５のいずれか１項記載の液晶
表示装置を用いたことを特徴とする画像表示応用機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ワイド対応液晶表
示素子等の液晶表示装置に関し、特に垂直方向の有効表
示エリア内で、表示率を保ちながら、垂直方向にジャス
ト表示をする液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】図５は、近年使用されている液晶表示装
置のズーム表示時の画像を示す図であり、図６と図７
は、そのときの駆動波形図である。これらの図を用い
て、以下に、近年使用されている映像信号を走査線方向
つまり上下方向に伸ばして表示するズーム表示について
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説明する。
【０００３】図５において、３２は表示アスペクト比１
６：９の液晶表示装置に有効表示エリアの映像を４／３
倍に拡大補間表示した４／３倍ズーム映像、３３は表示
アスペクト比１６：９の液晶表示装置に有効表示エリア
の映像を１：１で表示した１６：９映像、３４は表示ア
スペクト比４：３の液晶表示装置に有効表示エリアの映
像を１：１で表示した４：３映像、３５は表示アスペク
ト４：３の映像信号、である。
【０００４】図５に示されるように、表示アスペクト
４：３の映像信号３５を表示アスペクト比４：３の液晶
表示装置に有効表示エリアを１：１で表示した場合、映
像信号３５の真円は映像３４に示すように真円として表
示される。
【０００５】しかしながら、これと同一の映像信号３５
を表示アスペクト比１６：９の液晶表示装置に有効表示
エリアを１：１で表示した場合、映像信号３５の真円は
映像３３に示すように、アスペクト換算から４／３倍の
横長の楕円として表示される。
【０００６】従って、表示アスペクト比４：３の映像信
号３５を表示アスペクト比１６：９の液晶表示装置に表
示する場合、映像を垂直方向に４／３倍に伸ばして、上
下の映像の一部を液晶表示装置の表示有効画面外にし、
４：３の映像の中央部分を歪まさせずに１６：９のワイ
ドタイプの液晶表示装置に表示させると、４／３倍ズー
ム映像３２のように、アスペクト的に違和感のない表示
映像を得ることができる。
【０００７】次に、図６と図７を使用して、従来の走査
電極駆動回路群の動作について、もう少し詳しく、説明
する。図７に示す波形は、映像信号３５を表示アスペク
ト比４：３の液晶表示装置や表示アスペクト比１６：９
の液晶表示装置に、有効表示エリアを１：１で表示する
時の信号波形で、４：３映像３４や、１６：９映像３３
を表示しているときの動作波形であり、下記に、その動
作を説明する。
【０００８】図７は走査電極駆動回路群の垂直スタート
パルス信号ＳＴＶ、通常表示時の走査電極駆動回路群の
通常表示垂直クロック信号ＦＸ、信号電極駆動回路群内
でサンプリングした映像信号を信号電極に送り出すタイ
ミングを決める信号電極ロード信号ＬＤ、夫々走査電極
駆動回路群の（３ｘ－２），（３ｘ－１），３ｘ番目の
走査電極信号の出力をイネーブルする垂直イネーブル信
号ＯＥＶ１，ＯＥＶ２，ＯＥＶ３［ｘは１以上の整
数］、走査電極駆動回路群の通常表示走査電極駆動信号
群Ｇ００１～Ｇ０１７を示している。
【０００９】図７において、走査電極駆動回路群に、垂
直スタートパルス信号ＳＴＶと、垂直クロック信号ＦＸ
とを入力し、動作させると、走査電極駆動回路群は、垂
直クロック信号ＦＸの立ち上がりで、垂直スタートパル
ス信号ＳＴＶを取り込み、垂直クロック信号ＦＸの立ち
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上がりに同期して、走査電極駆動回路群の通常表示走査
電極駆動信号群のＧ００１、Ｇ００２、・・・と順次
に、シフトするような走査電極駆動信号を発生させる。
【００１０】このとき、通常表示走査電極駆動信号群の
Ｇ００１、Ｇ００２、Ｇ００３・・・の隣り合う走査電
極信号波形が、垂直イネーブル信号により走査電極ライ
ンの負荷によりオーバーラップしないようする。垂直イ
ネーブル信号ＯＥＶ１は走査電極駆動回路群の（３ｘ－
２）番目の走査電極信号の出力をイネーブルし、垂直イ
ネーブル信号ＯＥＶ２は走査電極駆動回路群の（３ｘ－
１）番目の走査電極信号の出力をイネーブルし、垂直イ
ネーブル信号ＯＥＶ３は走査電極駆動回路群の（３ｘ）
番目の走査電極信号の出力をイネーブルし、走査電極駆
動信号のオンしている時間を１水平期間より、１～２μ
ｓ程度の適宜に短くする。
【００１１】このようにして、通常表示走査電極駆動信
号群のＧ００１、Ｇ００２、Ｇ００３・・・を、１水平
期間周期で順次、オーバーラップしないようにオンさせ
ていくことにより、各々の走査電極の走査電極信号がオ
ンしている期間に、信号電極駆動回路群内でサンプリン
グした１水平期間の有効表示エリアの映像信号を信号電
極に送り出すタイミングを決める信号電極ロード信号Ｌ
Ｄで、一斉に、信号電極より映像信号を書き込み、走査
電極信号を１ライン毎に確実にオフさせて、その書き込
まれた１水平期間の有効表示エリアの映像信号を保持す
る。
【００１２】これにより、次に新しい情報を書き込まれ
るまで映像信号が保持され、この保持が液晶表示装置の
全表示画素で行われることにより、液晶表示装置に画像
を表示させる。
【００１３】これは、映像信号ラインとと走査電極ライ
ンとが１：１で書き込まれる場合であり、これにより、
表示アスペクト比４：３の映像信号３５が、アスペクト
比４：３の液晶表示装置に表示されれば、４：３映像３
４のようになり、アスペクト比１６：９の液晶表示装置
に表示されれば、１６：９映像３３のようになる。
【００１４】次に、図６に示す波形は、映像信号３５を
表示アスペクト比１６：９の液晶表示装置に、有効表示
エリアを垂直方向に４／３倍に伸ばして、上下の映像の
一部を液晶表示装置の表示有効画面外にし、４：３の映
像の中央部分を歪まさせずに液晶表示装置に表示させる
４／３倍ズーム映像３２を表示しているときの動作波形
であり、下記に、その動作を説明する。
【００１５】図６は、走査電極駆動回路群の垂直スター
トパルス信号ＳＴＶ、ズーム表示時の走査電極駆動回路
群のズーム表示垂直クロック信号ＦＸ、信号電極駆動回
路群内でサンプリングした映像信号を信号電極に送り出
すタイミングを決める信号電極ロード信号ＬＤ、走査電
極駆動回路群の（３ｘ－２），（３ｘ－１），３ｘ番目
の走査電極信号の出力をイネーブルする垂直イネーブル
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信号ＯＥＶ１，ＯＥＶ２，ＯＥＶ３［ｘは１以上の整
数］、走査電極駆動回路群のズーム表示走査電極駆動信
号群Ｇ００１～Ｇ０１７を示している。
【００１６】図６において、図７と同様に、走査電極駆
動回路群に、垂直スタートパルス信号ＳＴＶと、ズーム
表示垂直クロック信号ＦＸとを入力し、動作させると、
走査電極駆動回路群は、ズーム表示垂直クロック信号Ｆ
Ｘの立ち上がりで、垂直スタートパルス信号ＳＴＶを取
り込み、ズーム表示垂直クロック信号ＦＸの立ち上がり
に同期して、走査電極駆動回路群のズーム表示走査電極
駆動信号群のＧ００１、Ｇ００２、・・・と順次に、シ
フトするような走査電極駆動信号を発生させる。このと
き、垂直スタートパルス信号ＳＴＶが”Ｈｉ”の期間
中、ズーム表示垂直クロック信号ＦＸ４２の立ち上がり
が、近接して２回あるため、垂直スタートパルス信号Ｓ
ＴＶが、２つのクロックの立ち上がりを転送していくこ
ととなり、ズーム表示走査電極駆動信号群のＧ００１
と、Ｇ００２とが、近接した同一タイミングでオンして
いる期間が発生する。
【００１７】次に、通常の水平期間の周期でのズーム表
示垂直クロック信号ＦＸが続くことにより、水平期間の
２倍の周期で、ズーム表示走査電極駆動信号群のＧ００
２、Ｇ００３が、転送されていく。
【００１８】更に、ズーム表示垂直クロック信号ＦＸの
立ち上がりが、近接して２回ある信号へと繰り返される
ことにより、Ｇ００１とＧ００２が２ライン同時にオン
し、Ｇ００３、Ｇ００４へと、Ｇ００５とＧ００６が２
ライン同時にオンし、Ｇ００７、Ｇ００８へと、順次繰
り返されるズーム表示走査電極駆動信号群を発生させて
いく。
【００１９】この繰り返しのとき、垂直イネーブル信号
によりズーム表示走査電極駆動信号群のＧ００１、Ｇ０
０２、Ｇ００３・・・の隣り合う走査電極信号波形が、
２ライン同時に走査電極を選択している以外の走査電極
ラインがオーバーラップしないようにする。垂直イネー
ブル信号ＯＥＶ１は走査電極駆動回路群の（３ｘ－２）
番目の走査電極信号の出力をイネーブルし、垂直イネー
ブル信号ＯＥＶ２は走査電極駆動回路群の（３ｘ－１）
番目の走査電極信号の出力をイネーブルし、垂直イネー
ブル信号ＯＥＶ３は走査電極駆動回路群の（３ｘ）番目
の走査電極信号の出力をイネーブルし、走査電極駆動信
号のオンしている時間を１水平期間より適宜に短くす
る。
【００２０】このようにして、ズーム表示走査電極駆動
信号群のＧ００１，Ｇ００２を同時にオンとし、次にＧ
００３，Ｇ００４・・・を、１水平期間周期で順次オン
していき、垂直イネーブル信号で隣り合う走査電極信号
波形がオーバーラップしないようにする。こうすること
により、各々の走査電極の走査電極信号がオンしている
期間に、信号電極駆動回路群内でサンプリングした１水
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平期間の有効表示エリアの映像信号を信号電極に送り出
すタイミングを決める信号電極ロード信号ＬＤで、一斉
に、信号電極より映像信号を書き込み、走査電極信号を
１ライン毎に確実にオフさせて、その書き込まれた１水
平期間の有効表示エリアの映像信号を保持する。
【００２１】このとき、ズーム表示走査電極駆動信号群
のＧ００１とＧ００２のように、同一タイミングでオン
している期間は、信号電極ロード信号ＬＤで同一の映像
信号が書き込まれ、ズーム表示走査電極駆動信号群のＧ
００１、Ｇ００２、Ｇ００３、Ｇ００４の繰り返しでみ
たとき、３ライン分の映像信号が、あたかも４ライン分
あるように表示され、液晶表示装置の画像は上下方向に
映像が伸ばされたようになり、全走査電極に対して３回
に１回繰り返すことにより、画像を４／３倍に上下方向
に伸ばすことができる。これが、従来から使用されてい
るズーム表示時の駆動方式である。
【００２２】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記で
説明したズーム表示方式では、映像信号３５の有効表示
エリアを垂直方向に４／３倍に伸ばして表示する。従っ
て有効表示エリアの映像信号の上下の映像の一部が液晶
表示装置の表示有効画面外となるため、すべての映像情
報が得られない。つまり、表示画面の上端によく表示さ
れる時刻や、下端によく表示される字幕等の上下端に表
示される情報が全く表示できなくなるという欠点があっ
た。
【００２３】本発明は、かかる点に鑑み、中央部を歪ま
せることなくズーム表示時の映像情報の欠落を防止する
ことができる液晶表示装置及びこれを用いた画像表示応
用機器を提供することを目的とするものである。
【００２４】
【課題を解決するための手段】本願の請求項１の発明
は、透明電極間に液晶を狭持してマトリクス状に配置さ
れた複数の画素からなる画面に画像を表示する液晶パネ
ルと、画像データをデータクロック信号でサンプリング
し、そのサンプリングした画像データに基づく駆動信号
を前記液晶パネルに加える信号電極駆動回路群と、有効
表示ライン数より両側に１本以上多い出力ができ、走査
スタート信号を複数の走査クロック信号で取り込み、取
り込んだ走査クロック信号数で走査スタート信号を転送
して前記液晶パネルを線順次走査するシフトレジスター
回路を有し、且つ、３つ以上の走査電極イネーブル信号
を入力し、それぞれの走査電極イネーブル信号により、
走査電極駆動回路群より出力される走査電極駆動信号を
３つ以上の周期で出力期間制御する走査電極駆動回路群
と、信号電極駆動回路群と走査電極駆動回路群を制御す
る信号を発生させる制御信号発生回路と、を具備し、前
記制御信号発生回路は、前記走査電極駆動回路群に対し
て、１垂直期間の有効表示エリア内の映像開始位置から
任意の期間、複数種のｍライン毎に１ラインの間引きに
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7
よる表示［ｍは２以上の整数］の組み合わせで表示し、
画面中央の任意の期間は、複数種のｎライン毎に１回、
同一映像信号の２ライン同時による表示［ｎは１以上の
整数］の組み合わせで表示し、有効表示エリアの映像終
了位置までの任意の期間、複数種のｍライン毎に１ライ
ンの間引きによる表示［ｍは２以上の整数］の組み合わ
せで表示するように制御信号を出力することにより、液
晶表示装置の画像表示エリアに、垂直方向の表示率を通
常表示状態と変えることなく、間引きによる縮小表示と
拡大表示との組み合わせで画像を表示することを特徴と
する。
【００２５】本願の請求項２の発明は、透明電極間に液
晶を狭持してマトリクス状に配置された複数の画素から
なる画面に画像を表示する液晶パネルと、画像データを
データクロック信号でサンプリングし、そのサンプリン
グした画像データに基づく駆動信号を前記液晶パネルに
加える信号電極駆動回路群と、有効表示ライン数より両
側に１本以上多い出力ができ、走査スタート信号を複数
の走査クロック信号で取り込み、取り込んだ走査クロッ
ク信号数で走査スタート信号を転送して前記液晶パネル
を線順次走査するシフトレジスター回路を有し、且つ、
３つ以上の走査電極イネーブル信号を入力し、それぞれ
の走査電極イネーブル信号により、走査電極駆動回路群
より出力される走査電極駆動信号を３つ以上の周期で出
力期間制御する走査電極駆動回路群と、信号電極駆動回
路群と走査電極駆動回路群を制御する信号を発生させる
制御信号発生回路と、を具備し、前記制御信号発生回路
は、前記走査電極駆動回路群に対して、１垂直期間の有
効表示エリア内の映像開始位置から任意の期間、複数種
のｍライン毎に１ラインの間引きによる表示［ｍは２以
上の整数］の組み合わせで表示し、任意の期間、有効表
示ライン数と同一のライン数表示する通常表示をし、画
面中央の任意の期間は、複数種のｎライン毎に１回、同
一映像信号の２ライン同時による表示  ［ｎは１以上の
整数］の組み合わせで表示を行い、中央部の表示の後の
任意の期間、有効表示ライン数と同一のライン数表示す
る通常表示をし、有効表示エリアの映像終了位置までの
任意の期間、複数種のｍライン毎に１ラインの間引きに
よる表示［ｍは２以上の整数］の組み合わせで表示する
ように制御信号を出力することにより、液晶表示装置の
画像表示エリアに、垂直方向の表示率を通常表示状態と
変えることなく、間引きによる縮小表示と、通常表示
と、拡大表示との組み合わせで画像を表示することを特
徴とする。
【００２６】本願の請求項３の発明は、請求項１又は２
の液晶表示装置において、上記請求項の間引きによる複
数種の縮小表示と同一映像信号の２ライン同時による複
数種の拡大表示の組み合わせが、画面中央より、垂直方
向に対称な表示方法で表示されることを特徴とする。
【００２７】本願の請求項４の発明は、請求項１又は２
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の液晶表示装置において、上記請求項の間引きによる複
数種の縮小表示と同一映像信号の２ライン同時による複
数種の拡大表示の組み合わせが、画面中央より、垂直方
向に非対称な表示方法で表示されることを特徴とする。
【００２８】本願の請求項５の発明は、請求項１又は２
の液晶表示装置において、前記制御回路は、間引きによ
る縮小表示と同一映像信号の２ライン同時による拡大表
示の組み合わせによる表示を画面中央より、垂直方向に
上側半分及び下側半分のいずれか一方にのみ行うように
したことを特徴とする。
【００２９】本願の請求項６の画像表示応用機器は、請
求項１～５のいずれか１項記載の液晶表示装置を用いた
ことを特徴とする。
【００３０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を示す
液晶表示装置について、図面を参照しながら具体的に説
明する。図１は、本実施の形態による液晶表示装置の構
成を示すブロック図である。本図において液晶表示装置
は、透明電極間に液晶を狭持してマトリクス状に配置さ
れた複数の画素からなる画面に画像を表示する液晶パネ
ル１と、信号電極駆動回路群２、走査電極駆動回路群
３、制御信号発生回路４を含んで構成される。信号電極
駆動回路群２は画像データをデータクロック信号でサン
プリングし、そのサンプリングした画像データに基づく
駆動信号を液晶パネルに加えるものである。走査電極駆
動回路群３は液晶パネルを線順次走査でき、走査スター
ト信号を複数の走査クロック信号で取り込み、取り込ん
だ走査クロック信号数で走査スタート信号を転送できる
シフトレジスター回路を有している。又３つ以上の走査
電極イネーブル信号を入力でき、それぞれの走査電極イ
ネーブル信号により、走査電極駆動回路群より出力され
る走査電極駆動信号を３つ以上の周期で出力期間制御す
るものである。走査電極駆動回路群３は、有効表示ライ
ン数より、両側に１本以上多い出力が可能なシフトレジ
スタを有している。制御信号発生回路４は信号電極駆動
回路群２と走査電極駆動回路群３を制御する信号を発生
させるものである。制御信号発生回路４は走査電極駆動
回路群３に対して垂直スタートパルス信号ＳＴＶ、垂直
ジャスト表示垂直クロック信号ＦＸ、及びイネーブル信
号ＯＥＶ１～ＯＥＶ３を出力するものである。
【００３１】図２は本実施の形態による液晶表示装置の
表示画像を示す図であり、図３，図４は、その駆動信号
波形を示すものである。まず、図２で、本実施の形態の
液晶表示装置についての画像表示について説明する。図
２において、１１は表示アスペクト比１６：９の液晶表
示装置に有効表示エリアの映像を間引きと２ライン同時
表示による垂直ジャスト処理手法を示す図、１２は表示
アスペクト比１６：９の液晶表示装置に有効表示エリア
の映像を縮小と拡大とで表示した垂直ジャスト表示映
像、１３は表示アスペクト比１６：９の液晶表示装置に
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9
有効表示エリアの映像を１：１で表示した１６：９表示
映像、１５は表示アスペクト４：３の映像信号である。
【００３２】従来例に示されるように、表示アスペクト
４：３の映像信号１５を表示アスペクト比４：３の液晶
表示装置に有効表示エリアを１：１で表示した場合、映
像信号１５の真円は真円として表示される。一方、表示
アスペクト比１６：９の液晶表示装置に有効表示エリア
を１：１で表示した場合、図２に示すように映像信号１
５の真円は１６：９表示映像１３に示すように、アスペ
クト換算から４／３倍の横長の楕円として表示される。
【００３３】そこで、表示アスペクト４：３の映像信号
１５を表示アスペクト比１６：９の液晶表示装置に表示
する場合、垂直方向に間引き率を変化させて非表示部分
を作らないようにして垂直ジャスト表示映像１２を表示
させる。これを垂直ジャスト処理手法１１という。
【００３４】垂直ジャスト処理手法１１は、１垂直期間
の有効表示エリア内の映像開始位置から任意の期間、ｍ
ライン毎に１ラインの間引くことによる縮小表示［ｍは
２以上の整数］のいくつかの組み合わせで表示する。次
に、任意の期間、有効表示ライン数と同一のライン数で
表示する通常表示を行う。次に、画面中央付近の任意の
期間は、ｎライン毎に１回、同一映像信号の２ライン同
時による拡大表示［ｎは１以上の整数］をいくつかの組
み合わせで表示を行い、次に、任意の期間、有効表示ラ
イン数と同一のライン数で表示する通常表示を行う。最
後に、有効表示エリアの映像終了位置までの任意の期
間、ｍライン毎に１ラインの間引くことによる縮小表示
［ｍは２以上の整数］のいくつかの組み合わせで表示す
る。これにより液晶表示装置の画像表示エリアに、垂直
方向の表示率を通常表示状態と変えることなく、上記の
複数の縮小表示と等倍表示と、複数の拡大表示との組み
合わせで画像を表示し、垂直方向のジャスト表示を行
う。
【００３５】これにより、表示率を通常表示と変わりな
くし、且つ、液晶表示装置の画面中央部では、映像を垂
直方向に（ｎ＋１）／ｎ倍に拡大する。例えばｎ＝３と
すると４／３倍に拡大される。こうすれば４：３の映像
の中央部分を歪まさせずに１６：９のワイドタイプの液
晶表示装置に表示させることができ、もっともよく注視
される画面中央部では、アスペクト的に違和感のない表
示映像を得られる垂直ジャスト表示映像１２を液晶表示
装置に表示することができる。
【００３６】次に、図３，図４を使用して、垂直ジャス
ト表示を行う走査電極駆動回路群の動作について、もう
少し詳しく説明する。（図３）に示す波形は、映像信号
１５を表示アスペクト比１６：９の液晶表示装置に、有
効表示エリアの表示率を保ちながら表示する時の信号波
形である。ここではわかりやすくするためにｍ＝３、ｎ
＝３とし、表示開始時は、映像信号が３ライン毎に１ラ
イン分間引かれる縮小表示と、映像信号がライン毎にに
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そのライン表示される通常表示と、映像信号が３ライン
毎に１回、２ライン同時表示を行う拡大表示で、動作を
表した信号波形であり、以下にその動作を説明する。
【００３７】図３，図４は走査電極駆動回路群３に入力
される垂直スタートパルス信号ＳＴＶ、ズーム表示時の
走査電極駆動回路群の垂直ジャスト表示垂直クロック信
号ＦＸ、信号電極駆動回路群内でサンプリングした映像
信号を信号電極に送り出すタイミングを決める信号電極
ロード信号ＬＤ、走査電極駆動回路群の（３ｘ－２），
（３ｘ－１），３ｘ番目の走査電極信号の出力をイネー
ブルする垂直イネーブル信号ＯＥＶ１，ＯＥＶ２，ＯＥ
Ｖ３［ｘは１以上の整数］、走査電極駆動回路群より出
力される垂直ジャスト表示走査電極駆動信号群Ｇ００１
～Ｇ０２０を示している。又Ｔ１は映像信号が３ライン
毎に１ライン間引かれる縮小表示領域、Ｔ２は映像信号
がライン毎にそのラインが表示される通常表示領域、Ｔ
３は映像信号が３ライン毎に１回２ライン同時表示され
る拡大表示領域である。
【００３８】図３において、走査電極駆動回路群３に、
垂直スタートパルス信号ＳＴＶと、垂直ジャスト表示垂
直クロック信号ＦＸとを入力し、動作させると、走査電
極駆動回路群３は、垂直ジャスト表示垂直クロック信号
ＦＸの立ち上がりで、垂直スタートパルス信号ＳＴＶを
取り込み、垂直ジャスト表示垂直クロック信号ＦＸの立
ち上がりに同期して、走査電極駆動回路群３の垂直ジャ
スト表示走査電極駆動信号群のＧ０００、Ｇ００１、Ｇ
００２・・・と順次に、シフトするような走査電極駆動
信号を発生させる。
【００３９】このとき、垂直スタートパルス信号ＳＴＶ
が”Ｈｉ”の期間中、垂直ジャスト表示垂直クロック信
号ＦＸの立ち上がりが近接して２回あるため、垂直スタ
ートパルス信号ＳＴＶが２つのクロックの立ち上がりを
転送していくこととなり、垂直ジャスト表示走査電極駆
動信号群のＧ０００とＧ００１とが、近接した同一タイ
ミングでオンしている期間が発生する。
【００４０】次に、通常の水平期間の周期での垂直ジャ
スト表示垂直クロック信号ＦＸがあとに、続くことによ
り、水平期間の２倍の周期で、垂直ジャスト表示走査電
極駆動信号群のＧ００１、Ｇ００２・・・が転送されて
いくことになる。この領域は縮小表示領域Ｔ１であるた
め、垂直ジャスト表示垂直クロック信号ＦＸが近接して
２回立ち上がった波形の後の垂直ジャスト表示垂直クロ
ック信号ＦＸの立ち上がりを１番目として、通常の水平
期間の周期で、３クロック毎に１クロック分間引かれ、
つまり３ライン毎に１ライン間引かれる。又垂直ジャス
ト表示垂直クロック信号ＦＸは２クロック分（２水平期
間分）発生する毎に、１回出力されない状態を繰り返
す。これにより、垂直ジャスト表示走査電極駆動信号群
２５のＧ００１、Ｇ００２・・・、Ｇ００８まで、映像
信号ラインでいうと、１ライン目から１２ライン目ま



(7) 特開２００２－３５１４１１

10

20

30

40

50

11
で、３ライン毎に１ラインが間引かれる（１２ライン表
示が８ライン表示に間引かれ、縮小表示領域Ｔ２で表示
することができる。
【００４１】次に、図４に示すように垂直ジャスト表示
走査電極駆動信号群のＧ００９よりＧ０１５までの間
（映像信号でいうと、１３ライン目から１９ライン目ま
での間）、垂直ジャスト表示垂直クロック信号ＦＸは、
通常の水平期間の周期で、出力され、通常の表示、つま
り映像の１ラインが液晶表示装置の１ラインとして表示
される通常表示領域Ｔ２を表示することができる。
【００４２】更に、垂直ジャスト表示走査電極駆動信号
群２５のＧ０１６より（映像信号でいうと、２０ライン
目より）、垂直ジャスト表示垂直クロック信号ＦＸは、
垂直ジャスト表示垂直クロック信号ＦＸの立ち上がり
が、近接して２回ある信号が、通常の水平期間の周期で
３回毎に１回発生する波形が繰り返されることにより、
Ｇ０１６とＧ０１７が２ライン同時にオンし、Ｇ０１
８、Ｇ０１９へと、更に、Ｇ０２０とＧ０２１が２ライ
ン同時にオンするような、ズーム表示時に発生させた走
査電極駆動信号を発生させていく。この垂直ジャスト表
示走査電極駆動信号群のＧ０１６以降、３ライン毎に１
回、２ライン同時オン状態が行われる拡大表示領域Ｔ３
を表示することができる。
【００４３】以上に説明した動作により、垂直ジャスト
表示走査電極駆動信号群のＧ００１、Ｇ００２、Ｇ００
３・・・の隣り合う走査電極信号波形が、２ライン同時
に走査電極を選択している以外の走査電極ラインがオー
バーラップしないようするため垂直イネーブル信号が用
いられる。即ち、走査電極駆動回路群の（３ｘ－２）
（ｘは任意の整数）番目の走査電極信号の出力をイネー
ブルする垂直イネーブル１信号ＯＥＶ１と、走査電極駆
動回路群の（３ｘ－１）番目の走査電極信号の出力をイ
ネーブルする垂直イネーブル信号ＯＥＶ２と、走査電極
駆動回路群の（３ｘ）番目の走査電極信号の出力をイネ
ーブルする垂直イネーブル信号ＯＥＶ３とで、走査電極
駆動信号のオンしている時間を１水平期間より、適宜に
短くしている。
【００４４】このようにして、液晶表示装置の有効表示
エリア外の垂直ジャスト表示走査電極駆動信号群２５の
Ｇ０００と、有効表示エリアである垂直ジャスト表示走
査電極駆動信号群２５のＧ００１とが、同時オンしたあ
と、次にＧ００２、Ｇ００３、・・・を、間引かれる部
分は除いた、１水平期間周期で順次、オンさせていき、
垂直イネーブル信号で、隣り合う走査電極信号波形が、
オーバーラップしないようにさせていることにより、各
々の走査電極の走査電極信号がオンしている期間に、信
号電極駆動回路群内でサンプリングした１水平期間の有
効表示エリアの映像信号を信号電極に送り出すタイミン
グを決める信号電極ロード（ＬＤ）信号波形２３で、一
斉に、信号電極より映像信号を書き込み、走査電極信号
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を１ライン毎に確実にオフさせて、その書き込まれた１
水平期間の有効表示エリアの映像信号を保持する。
【００４５】このとき、縮小表示領域Ｔ１である間引か
れている期間は、信号電極ロード信号ＬＤも間引かれ、
且つ、垂直ジャスト表示走査電極駆動信号群２５も間引
かれ、３ライン分の映像信号が２ライン分に減ってしま
い、液晶表示装置の表示画像は、上下方向に映像が縮め
られたようになり全走査電極に対して３回に１回繰り返
すことにより、画像を２／３倍に上下方向に縮小するこ
とができる。
【００４６】又、拡大表示領域Ｔ３では、同一タイミン
グでオンしている期間は、信号電極ロード信号ＬＤで、
同一の映像信号が書き込まれ、３ライン分の映像信号が
あたかも４ライン分あるように表示され、液晶表示装置
の表示画像は、上下方向に映像が伸ばされたようにな
り、全走査電極に対して３回に１回繰り返すことによ
り、画像を４／３倍に上下方向に伸ばすことができる。
そして、この縮小表示領域２６と拡大表示領域２８の表
示比率が同一であれば、液晶表示装置の画像表示エリア
に、垂直方向の表示率を通常表示状態と変えることな
く、垂直方向のジャスト表示画像を表示させる。
【００４７】尚、本実施例では説明を簡単にするため、
３ライン毎に１ラインの間引きと、通常表示と、３ライ
ン毎に２ライン同時書き込みをし４ラインとして表示す
る例で説明したが、縮小表示と拡大表示が任意のライン
数毎に行われてもよく、且つ、複数種の縮小表示、拡大
表示の組み合わせであってもよく、更には通常表示領域
がなくてもよい。
【００４８】又、複数種の縮小表示と拡大表示、及び通
常表示が、液晶表示装置の表示画面の中央部より垂直方
向に対称であってもよく、非対称であってもよい。
【００４９】本実施の形態による液晶表示装置は全画面
を対象とし、その中央部を拡大表示、その周辺部を縮小
表示としているが、画面の中央部を基準として上側又は
下側のいずれか一方のみを拡大及び縮小表示を行い、他
方の表示を通常通りとするようにしてもよい。
【００５０】又ここで用いた液晶表示装置は、表示機能
を有する種々の画像表示応用機器に適用することができ
る。
【００５１】
【発明の効果】本発明の液晶表示装置では、画面のアス
ペクト比がワイド化された液晶表示装置上に、映像信号
１５の有効表示エリアの信号を縮小表示と拡大表示で、
液晶表示装置の有効表示エリア内に画面の表示率をかえ
ることなく、画像を表示する事が可能となる。且つ、一
番人間の目の注意を引く画面中央部において真円率を確
保することができ、画面の上端によく表示される時刻や
下端よく表示される字幕等の上下端に表示される情報も
表示することができ映像情報として十分認識できる垂直
ジャスト表示映像を容易に実現できる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による液晶表示装置の構成
を示すブロック図
【図２】本発明の実施の形態の画像図
【図３】本発明の実施の形態の信号波形（その１）
【図４】本発明の実施の形態の信号波形（その２）
【図５】従来の液晶表示装置の画像図
【図６】従来の液晶表示装置のズーム時の信号波形
【図７】従来の液晶表示装置の通常動作時の信号波形
【符号の説明】
１  液晶表示パネル
２  信号電極駆動回路群
３  走査電極駆動回路群
４  制御信号発生回路 *

14
*１１  垂直ジャスト処理手法図
１２  垂直ジャスト表示映像
１３  １６：９表示映像
１５  映像信号
ＳＴＶ  垂直スタートパルス信号
ＦＸ  垂直ジャスト表示垂直クロック信号
ＬＤ３３  信号電極ロード信号
ＯＥＶ１  垂直イネーブル１信号
ＯＥＶ２  垂直イネーブル２信号
ＯＥＶ３  垂直イネーブル３信号
Ｔ１  縮小表示領域
Ｔ２  通常表示領域
Ｔ３  拡大表示領域

【図１】

【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】
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【図６】 【図７】
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